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認知特性に着目した学習資料の個別化が 

高校生の技能習得へ与える影響 
－上達率と忘却率の検討－ 

 
教育学研究科 教育実践創成専攻 教科領域実践開発コース 中等教科教育分野 宇野 樹承 

 
1．． 研研究究のの背背景景とと目目的的  
（（1））背背景景 
体育科・保健体育科の授業を「あまり楽しくな

い」「楽しくない」と感じる児童生徒は，「できな

かったことができるようになった」「自分に合っ

たペースで行うことができた」ときに，授業が楽

しくなると回答した割合が高い（スポーツ庁，

2025）． 
「できなかったことができるようになる」とい

う技能習得過程に着目すると，Bönstrup et al. 
（2019）は，運動学習が実際の運動中ではなく，
運動と運動の間の非活動時間（休憩中）に進行し

ていることを報告している．この知見は，非活動

時間における学習支援の工夫が，技能習得の促

進に寄与する可能性を示唆している．また，学習

資料に着目した研究として，宇野（2025）は，運
動学習において視覚情報（動画）と言語情報（エ

クスターナルフォーカス）を併用する場合より

も，視覚情報（動画）のみを提供した場合の方が

上達率および忘却率の両面で高いスコアを示し

たことを報告している．  
しかし，運動学習における学習効果は，掲示さ

れる学習資料の種類だけで一様に決まるもので

はなく，学習者側の要因によっても左右される

と考えられる．特に，情報の受け取り方や処理の

仕方には個人差が存在し，同一の学習資料であ

っても，学習者によってその有効性が異なる可

能性がある．宇野（2025）の研究では学習者の特
性が考慮されておらず，視覚情報の処理が得意

な学習者が多く含まれていた可能性がある．そ

のため，言語情報の処理能力が高い学習者にと

っては，異なる情報掲示の方が学習効果を高め

得た可能性が考えられる． 
人にはそれぞれ異なる「認知特性」があり，そ

れらは六つのタイプに分類される（本田，2012）．
また，認知特性は他のさまざまな能力と連動し

ており，学習や技能の獲得に大きな影響を及ぼ

すことが報告されている． また，Koć Januchta et 
al.（2019）は，認知スタイル（特性）と学習媒体
の相互作用に関する研究において，媒体や情報

形式によって学習効果が変化するだけでなく，

その効果が個々の認知特性と相互作用すること

を示唆している．これらのことから，運動学習に

おいても，認知特性に応じて学習資料を個別に

提供することで，技能の上達が促進され，かつ忘

却が抑制される可能性があると考えられる．こ

うした知見は蓄積されているものの学校現場で

は，上記の知見を活用した授業実践は見られな

い． 
一方，体育・保健体育の授業における ICT活用
の現状をみると，学校単位および教員個人単位

のいずれにおいても，活用している割合は 5 割
程度にとどまっている．また，活用している領域

は，器械運動，ダンス，陸上競技などの非球技領

域に偏っており，球技領域での ICT 活用割合は
非常に少ないことが報告されている（文部科学

省，2022）． 
以上の先行研究から，運動学習が進行する非活

動時間において，学習者の認知特性に応じた情

報掲示を行うことは，技能習得を効果的に支援

する可能性があると考えられる．しかし，体育授

業の球技領域において，ICT を活用し認知特性
に応じた学習資料の個別化を検討した研究は十

分に行われていない． 
そこで本研究では，運動と運動の間の非活動時

間に ICT 機器を使用し，認知特性に着目した学
習資料の提供が，高校生の体育授業における球

技領域の技能習得に与える影響を検討した．本
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研究の成果は，生徒一人ひとりの特性に応じた

指導を可能にし，運動技能の向上を実感できる

体育授業の実現に向けた指導の手立てを提供す

ることが期待される．  

（（2））目目的的 
本研究の目的は，学習者の認知特性に応じた

学習資料の個別化が，運動技能の上達率および

忘却率に及ぼす影響を明らかにすることとした．  
 

2．．研研究究方方法法  
（（1））対対象象 
 
実施日 ：令和 7年 10月～11月 
協力校  ：Y県内公立高校 

 対象  ：第一学年 男子生徒 33名  
運動課題：3ボールカスケードジャグリング 
     （図 1） 
 
生徒が運動課題に関して既習技能の場合，初

期成績や上達率に影響を及ぼすことが予想され

る．そこで本研究では，対象者が未経験である可

能性の高い 3 ボールカスケードジャグリングを
設定した． 
また，教育倫理の観点から，本研究は部活動の

生徒に対して実施する予定だったが，研究協力

校の都合上，授業時間内での実践となった． 
 

  
図 1 3ボールカスケードジャグリング  

（Ball Juggling Technical Video DVD,      

ジャグリングショップ ナランハを改変） 
 

（（2））実実施施方方法法 
生徒を，視覚情報（動画）のみを提供する「視

覚情報指導群（V群）」16名と，生徒の認知特性
に着目した学習資料を提供する「認知特性別指

導群（CC 群）」17 名の二群に分けた．その後，
生徒の認知特性を把握するために，『医師のつく

った「頭のよさ」テスト－認知特性から見た 6つ
のパターン－』（本田真美，光文社新書，2012）
に収録されている本田35式認知テストを使用し
た．  
運動課題は，一試技（ボールを落とす，または

動作停止した時点まで）を 10回行うことを 1セ
ットとし，セット間に30秒の休憩を設けた上で，
計 9 セット実施させた．なお，第 1・4・7 セッ
ト終了時に学習資料を確認させた．二週間後に

同様の方法で 6セット実施させ，第 1・4セット
終了時に学習資料を確認させた． 
 
※技能習得にあてる時間に個人差が生じないよ

う，実施時間以外の個人練習は行わせなかった．

また，運動者に与えられる情報量を統制するた

め，技能習得に関する助言は，運動者同士および

記録者からも一切行わないものとした． 

（（3））解解析析方方法法 
上達率および忘却率は，図 2 の式により算出
した． 

V 群と CC 群において，上達率および忘却率
の差を検討するため， Wilcoxon順位和検定を行
った．検定は両側検定とし，有意水準は p＜0.05
とした．記述統計として，各群の中央値（median）
および四分位範囲（interquartile range : IQR）を算
出した．また，分布の概要を示す目的で，平均値

(mean)および標準偏差(SD) も併せて算出した．
さらに，群間差の大きさを定量的に評価するた

め，rank-biserial correlation（r_rb）を算出し，効
果量とした． 
 さらに，上達率および忘却率に対する群間差

を検討するため，群（V群，CC群）を独立変数，
上達率および忘却率を従属変数とし，多変量分

散分析（MANOVA） を行った．群間差の評価に
はWilks’ λを算出し，有意水準は p<0.05とした． 
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 また，MANOVAで統計的に有意差が認められ
た場合に，どの従属変数が群間差に寄与してい

るかを確認するため，単変量分析（ANOVA）を
補助的に実施した．上達率および忘却率それぞ

れに対する群間差を評価し，効果量として部分

η²を算出した． 
統計解析はMATLAB（MathWorks，2024）を使
用した． 
 

 
図 2 上達率・忘却率 計算式 

 

3．．結結果果 
（（1））各各群群のの認認知知特特性性とと上上達達率率おおよよびび忘忘却却率率 
 本田 35式認知テストの結果を表 1に示す．V
群は写真タイプ 4名，映像タイプ 9名，写真+映
像タイプ 2名，映像+言語抽象タイプ 1名であっ
た．CC群は写真タイプ 6名，映像タイプ 11名
であった．また，各群の上達率および忘却率は表

2に示す． 
 

 
表 1 V群および CC群の認知特性 

 
 

 
表 2 V群および CC群の上達率および忘却率 
 

（（2））各各群群間間ににおおけけるる上上達達率率おおよよびび忘忘却却率率のの差差 
 V群と CC群の二群間で，上達率および忘却
率の差をWilcoxon順位和検定で評価した．分布
の概要を示す目的で算出した記述統計は表 3 に
示す． 
上達率に着目した場合（図 3），V群の中央値
は 86.8%，CC群の中央値は 68.8%であった．群
間差を検定した結果，有意差は認められなかっ

た（p=0.614）．効果量（r_rb）も 0.11と小さく，
群間差は限定的であった． 
また，忘却率に着目した場合（図 4），V群の
中央値は 11.8%，CC 群の中央値は 5.6%であっ
た．群間差を検定した結果，有意差は認められな
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かった（p=0.304）．効果量（r_rb）は-0.21であり，
符号が負であることは CC 群の方がやや忘却が
少ない傾向を示すものの，統計的に有意ではな

かった． 
以上により，単変数としての上達率および忘

却率において，V 群と CC 群間で有意な差は確
認されなかった．外れ値を考慮しても，効果量は

小さく，統計的・実質的に群間差は限定的である

ことが示された． 
図 3 および図 4に示した箱ひげ図では，赤い
十字でプロットされたデータは外れ値である．

本研究の解析において，上達率の外れ値は「第三

四分位+1.5×IQR」を超える値，忘却率の外れ値
は「第一四分位-1.5×IQR」を下回る値とし，
medianや IQRの算出には影響が考慮されている． 
 

 
表 3 各群における上達率および忘却率の記述

統計量 
 
 

 
図 3 各群間における上達率の差 

 

 
図 4 各群間における忘却率の差 

 

（（3））上上達達率率おおよよびび忘忘却却率率にに対対すするる各各群群のの差差 
 群（V群，CC群）を独立変数，上達率および
忘却率を同時に従属変数として MANOVA を実
施した（図 5）． 
 群間での多変量平均ベクトルの差は統計的に

有意ではなかった（Wilks’ λ=0.969，p=0.622）． 
 さらに補助解析として実施したANOVAでは，
上達率の群間差は p=0.439（部分 η² = 0.0194），
忘却率の群間差は p=0.766（部分 η² = 0.0029）で
あり，いずれも統計的に有意ではなかった． 
 

 

図 5 上達率および忘却率に対する各群の差 
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4．．考考察察とと課課題題 
 本研究の目的は，学習者の認知特性に応じた

学習資料の個別化が，運動技能の上達率および

忘却率に及ぼす影響を明らかにすることであっ

た． 
 Wilcoxon順位和検定およびMANOVAの結果，
V群（視覚情報指導群）と CC群（認知特性別指
導群）の間で，上達率および忘却率に有意な差は

認められなかった．この結果は，短期間（二週間）

かつ限られたセット数の練習条件下では，認知

特性に応じた学習資料の個別化が，技能の上達

や忘却率抑制に大きな影響を与えるには至らな

かった可能性が示唆された． 
 本課題における学習効果には個人差が大きく，

特に運動経験や初期技能水準の違いが群間差を

覆い隠した可能性も考えられる．Bönstrup et al. 
（2019）は，運動学習は非活動時間に進行すると
報告した．しかし，その進行速度や効果は学習者

側の特性に依存する可能性が有るため，標準化

された介入条件下では，短期的には効果が現れ

にくいことが予想される． 
 両群間に有意差が認められなかった背景とし

て，以下の四つの要因が考えられ，課題も浮上し

た． 

（（1））認認知知特特性性テテスストトのの妥妥当当性性おおよよびび適適用用限限界界 
 本研究では，本田 35式認知テストを用いて学
習者の認知特性を評価した．しかし，このテスト

は一般的な認知傾向を測定するものである．本

田（2012）は，認知特性が他のさまざまな能力と
連動しており，学習や技能の獲得に大きな影響

を及ぼすと述べているが，運動技能習得に直結

する認知能力を正確に反映するかは不明である．

したがって，CC群で掲示した認知特性別の学習
資料が，運動課題上で十分に効果を発揮できな

かった可能性がある． 
 また，Koć Januchta et al.（2019）の研究で使用
された認知特性把握の指標は，VVQ（Verbalizer–
Visualizer Questionnaire）を主尺度，IDQ（Individual 
Differences Questionnaire）を補助尺度として，学
習者の認知特性を把握している．しかし，この研

究で行われた認知特性の把握は，本田 35式認知

テストと同様に，自己報告形式のため，学習者自

身のメタ認知的正確さに依存してしまうと指摘

している． 
 本研究で使用した本田35式認知テストに加え，
先行研究のような補助尺度を取り入れることで，

より多くの指標から正確に学習者の認知特性を

把握するべきであった可能性が考えられる． 

（（2））ササンンププルルササイイズズのの不不足足 
 各群の人数は，V群 16名，CC群 17名と少数
であり，統計的検出力が十分でなかった．特に効

果量が小さい場合，Wilcoxon 順位検定や
MANOVAでは群間差が検出されにくく，本研究
のような少人数サンプルでは統計的に差が打ち

消されやすい． 
 背景でも述べた通り，Koć Januchta et al.（2019）
は、認知スタイル（特性）と学習媒体の相互作用

が学習効果に影響する可能性を示唆している．

本研究においても，CC群で提供した認知特性別
の学習資料の効果は，学習者の認知特性に依存

し，上達率および忘却率に影響を与える可能性

はあるが，少人数サンプルではその相互作用の

効果が統計的に有意にならなかったと考えられ

る． 

（（3））練練習習期期間間のの制制限限おおよよびび CC群群のの効効果果のの可可能能
性性 
 本研究では一週目に 9セット，二週目に 6セ
ットという短期的介入を行った．運動技能の上

達や忘却抑制効果は，学習資料や認知特性のみ

に左右されるわけではなく，習熟度や個人差に

依存することも考えられるため，短期間では群

間差が表れにくい可能性がある． 
また，非活動時間に提供した学習資料は V群
の動画教材でも高い効果が報告されており（宇

野，2025），CC 群の個別化した学習資料も短期
間では動画とほぼ同等の効果を示した可能性が

ある．このため，群間に差がみられなかった可能

性も考えられる．ただし，本研究のデータから

CC 群の効果が動画教材と同等の影響を与えて
いたかを直接検証することはできず，あくまで

推測に留まる． 
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（（4））そそのの他他のの個個人人差差・・外外的的要要因因 
 初期技能水準，運動経験，注意力，集中力，モ

チベーションなどの個人差は，本研究は群分け

で制御していない．これらの要因もまた，群間差

を打ち消してしまった可能性があり，短期介入

で効果を検出する際の難しさを示している． 

（（5））今今後後のの課課題題 
本研究の意義としては，認知特性に応じた学

習資料の個別化が，学校現場において実施する

可能性を示した点にある．ICT 機器および認知
特性を用いた学習の個別化は，授業時間内に生

徒全員が平等に技能習得に取り組む環境を保障

する手段として有効であり，学習意欲や自己効

力感を高める可能性がある．また，「上手くなっ

た」「忘れてしまった」という曖昧な指標ではな

く，上達率・忘却率という定量指標を用いること

で，認知特性による学習資料の個別化の効果を

客観的に評価できる点も本研究の強みであると

考える． 
 今後の研究では，練習期間の延長や試行回数

の増加，サンプルサイズの確保，学習者ごとの習

熟度合に応じた，より高度に個別化した学習資

料の提供やフィードバックの導入など，より長

期的かつ柔軟な学習環境を設定することで，認

知特性に応じた学習資料の効果を明確化できる

と考えられる．また，混合効果モデルや時系列解

析を用いることで，個人差の影響を統計的に考

慮しつつ介入効果を評価することも重要である

と考える．加えて，本研究同様に V群の動画教
材との比較研究を行うことで，認知特性に応じ

た学習資料の個別化の有意性を明確化できると

考えられる． 
 

5．．結結論論 
 本研究では，高校生の体育授業における球技

技能の習得に対し，非活動時間に ICT を用いて
掲示する学習資料が認知特性に応じて個別化さ

れた場合の効果を評価した． 
Wilcoxon順位和検定およびMANOVAの結果，
視覚情報指導群（V群）と認知特性別指導群（CC

群）との間で，上達率および忘却率に統計的有意

差は認められなかった．これは，短期間かつ限ら

れた練習セット条件下では，認知特性に応じた

個別資料が技能上達や忘却抑制に顕著な影響を

与えるには至らなかった可能性を示唆する．先

行研究に基づくと，認知特性と学習資料の相互

作用による学習効果は個人差により左右される

ことが示唆されており，本研究でもこれが影響

した可能性は考えられる． 
 一方で，認知特性および ICT を用いた個別化
学習の実施可能性や，上達率・忘却率を用いた定

量的評価手法を思案した点において，本研究は

学校現場での技能習得支援の基盤となる意義を

有する． 
今後は，練習期間の延長や教材内容および個

別化方法の最適化により，認知特性に応じた学

習支援の効果を明確にすることが期待される． 
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